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保健医療のグローバル化が進み、専門職者  (研究者、教育者、および高度専門職業人 )
の英語運用能力は欠かせないものとなった。本学においても、多くの教員・大学院生から
語学力不足は研究活動遂行上の課題だが、多忙な業務を抱えながらの自己学習は成果が見
えにくく、継続が困難であるとの悩みが寄せられている。一方で IT の発展により大規模公
開オンライン講座（MOOCs）のような地理的・時間的・経済的制約の少ない学習機会は広く
無料で提供されているものの、途中棄権率が約 90％と高い。日本語字幕普及率も低いこと
から初中級の日本人英語学習者にはハードルが高く、教材活用には支援を要する。本研究
では研究者の英語学習支援を目的として MOOCs を活用した自主勉強会を立ち上げ、参加者
の振り返り記述を基に、発信力向上のための効果的で継続可能な学習方法を模索した。  
自主勉強会は  2015 年 12 月～2016 年 3 月、全 12 回(1 回 80 分)のワークショップ形式で
開講した。対象者として看護・リハビリテーション学部の教員、大学院生、および博士課
程の修了生を含む計 10 名(20 代～50 代の男性 4 名、女性 6 名)から研究への参加協力が得
られた。一般目的の英語（EGP)と特定目的の英語（ESP)を並行学習し、研究者としての全
人的なオーラルコミュニケーション能力向上を目標とした。 EGP では「My Favorite Things」
のテーマで参加者が毎回短いスピーチを行い、 ESP では MOOCs (「edX 」)より統計学の講
座「 I “Heart”Stats: Learning to Love Statistics 」を教材として用いた。使用言語
は原則として英語のみとし、日本語の使用は一部許可した。参加者には事前にオンライン
で英語学習に関するアンケート調査  (自由記述式 )とオーラルコミュニケーション能力の
客観テストとして Pearson 社「Versant」スピーキング能力テスト (電話で 15 分程度)の受
験を依頼した。12 回目の終了後にも同様のテストを実施した。毎回の講座後と全 12 回終
了後にオンラインでアンケート（自由記述式）を実施し、回答は質的統合法 (KJ 法) を用
いて分析した。教材の内容・レベル・進度の適正さ、学習に対する興味・気づき等、参加
者のニーズと学習成果をまとめ、動機づけと継続的な学習を支える要因について考察した。 
参加者の英語に対するニーズとしては、国際学会での発表、研修会等の参加時に必要な
聞く・話す能力、論文の読解・執筆に必要な、読む・書く能力、そして研修の引率・派遣
時に必要な英語での業務遂行能力の養成が挙げられた。苦手意識の克服を挙げた参加者も
いた。毎回の平均参加者数は 10 名中 5.8 名で、10 名中 6 名が 5 割以上出席した。途中棄
権者は 0 名であった。客観テスト（採点範囲：20～80 点）は事前実施（前テスト）を 9 名、
事後（後テスト）は 8 名が受験した。得点分布の範囲は前テストで 20 未満～44 点（平均
32.3 点；20 未満は 19 点として計算）、後テストで 25～42 点（平均 35.0 点）であった。平
均点は 2.7 点上昇した。最高点は 2 点低下したものの、最低点は 6 点上昇した。振り返り
では、日常会話から専門の内容まで幅広く学ぶことで得るものが多く、英語を手段として
使って統計学を学び、自分の研究について英語で伝える体験等を通しての達成感や自己効
力感の向上が報告された。回を重ねるごとにリラックスして楽しめるようになり、苦手意
識や英語に対する抵抗感が減少、使える単語や表現は増加し、コミュニケーション時の態
度が身についた等、前向きな変化が報告された。定期的に英語に触れ、実際に使う機会の
重要性を実感していた。継続的な学習を支えた要因としては、同じ目的を持って共に学ぶ
仲間との交流と励まし、必要なフィードバックや助言が得られたことが挙げられた。  
本研究は外国語教育メディア学会（LET）第 56 回全国研究大会で発表の予定である。  
